
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 加古川市教育相談センター         079-421-5484  ※平日 9：00～17：00 

（不登校・心のケアに関すること）    ※不安や悩み相談に臨床心理士等が対応します。 

 

◆ 加古川市少年愛護センター         079-423-3848   ※平日 9：00～17：00 

（生徒指導に関すること） 

◆ こころの健康相談統一ダイヤル         0570-064-556  ※平日は要時間確認、土日祝 24時間 

◆ 兵庫県いのちと心のサポートダイヤル  078-382-3566  ※平日 18：00～8：00 

◆ ひょうごっ子悩み相談センター       0120-783-111  ※9：00～21：00 

相談窓口 

新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、臨時休業が延長となりました。 

今後、変更の可能性もありますが、その際は、市ＨＰに掲載するとともに、 

各学校を通じて連絡いたします。 

臨時休業中、各学校では、下記の通り取り組んでまいりますので、ご家庭でも 

規則正しい生活を心がけていただくととともに、お子様の健康観察をよろしく 

お願いいたします。 

保護者のみなさまへ 
   加古川市教育委員会 

 

（１）学習サポート 

学習に著しい遅れが生じることのないよう、ポスティングなどにより、学習サポートを行います。 

 プリント学習 

 教科書を活用した家庭学習 

 ＮＨＫ Ｅテレなどの活用 

 学習コンテンツの活用（家庭のＰＣやスマホで利用できます） 

（２）心のケア 

お子様の心の状態に不安がある場合は、学校園や下記窓口にできるだけ早く相談してください。 

臨時休業中の対応 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※掲載内容は、市ＨＰ（https://www.city.kakogawa.lg.jp/taisetsu/26995.html）を参照願います。 

 

 市内学校に感染者が出た場合、保健所と連携し、適切に対応しますので、ご安心ください。 

 必要があれば、必ず連絡しますので、噂をもとにした行動はお控えください。 

 児童生徒またはその同居家族について、感染が判明または濃厚接触者と認定された場合等は、当該児童

生徒を出席停止とします。 

１ 新型コロナウイルス感染症患者発生時の対応 

 

 感染者、濃厚接触者等に対する偏見や差別につながるような言動は、人権にかかわる問題であり、断じて

許されないという毅然とした態度で対応します。 

 個人情報は管理を徹底するとともに、罹患した場合であっても、いたずらに感染者が特定されることのな

いよう、十分配慮します。 

２ 偏見や差別への対応、個人情報の保護 

 

「コロナウイルス感染症の防止」の徹底を図るとともに、年間行事を大幅に見直し、 

学習に重点的に取り組みます。 

 毎朝、体温を測り、発熱・咳など、かぜ症状がある場合は、登校を控えてください。 

 石けんでの手洗いの徹底、咳エチケットなどの基本的な感染症対策に関する指導を行います。 

 ３つの密を避ける環境づくりを行います。 

 消毒液を使った清掃を毎日実施します。 

 免疫力を高めるため、十分な睡眠や適度な運動、バランスの取れた食事をお願いします。 

３ 学校再開時の対応 

基本大原則 

１ 安全を最優先に考え、発熱・咳など、かぜ症状のある子どもをはじめ、疑わしき事案について

は、原則として、出席停止とすることにより、子ども同士及び教職員との間での接触を避ける。 

２ クラスターの発生リスクを下げるための３原則を遵守し、換気の悪い「密閉」空間、多くの人が

「密集」、「密接」での会話や発声が同時に重なる場を徹底的に排除した環境づくりに努める。 

３ 感染者・濃厚接触者等に対するいじめや差別的な言動がないように、子ども及び教職員の人権に

留意するとともに、個人情報の取扱いにも留意する。 

https://publicdomainq.net/female-student-reading-textbook-0041663/
https://1.bp.blogspot.com/-mU8v33BslDw/XobD2d6Ir0I/AAAAAAABYA4/zP41DF2UgDgs0NbWs3qO36-ybU-4_pBaQCNcBGAsYHQ/s1600/kansen_yobou4_mask.png


保護者のみなさまへのお願い 

 

① 子どもが、よい体調を維持できるように努めましょう。 

規則正しい生活を心がけ、睡眠を十分にとり、食事も三食バランスよく食べ、可能であれば、密とならない

状況を確認し、外での運動をさせるなどをこころがけましょう。（散歩や縄跳び等） 

 

② ウイルスやその感染防止について正しい知識を、子どもにわかりやすく伝えましょう。 

何が起こっているか事実を伝え、今どうなっているか説明し、感染リスクを減らすために 

どうすればいいか、お子様の状況に応じて、わかるように教えましょう。 

 

③ 不安をあおりがちなメディアの情報に、子どもが接する機会を減らしましょう。 

 

④ 家族や親せきなどの親しい人と話す時間をもち、孤立しないようにしましょう。 

コンピューターゲームや動画の視聴の時間を増やさず、家族と話をする、カードゲーム、 

ボードゲーム、折り紙や工作などをして過ごす時間を作りましょう。できるだけ、親や家族 

がそばにいるようにしましょう。入院などで離れる場合には電話などで定期的に連絡できる 

ような方法を確認してください。 

 

⑤ 子どもたちのストレスに伴う心理的な反応に気をつけましょう。 

このような状況では子どもたちに、以下のようなストレスに伴う心理的な反応が出る場合があります。 

甘えたくなる・心配になる・元気が出ない・悲しくなる・おねしょをしてしまう・いらいらする 

怒りっぽくなる・喧嘩が増える 

子どもは大人の愛情と目を向けられることを必要とします。今まで以上に時間をかけ、接してください。子

どもの訴えを聞いて、やさしく話しかけ、安心させてください。 

可能なら、安全な環境で遊びやリラックスできる機会を作ってください。多くの場合、このような心理的な

反応は、時間とともに改善しますが、睡眠や食欲の問題が長期間続く、行動上の問題が

顕著であるなどのような場合には、学校や教育相談センターなどに相談するようにし

てください。 

 

⑥ 特別な配慮を要する子どもは、専門機関にこまめに相談するようにしましょう。 

お子様の状況に応じて、説明は時間をかけてわかりやすく行い、できれば、表やイラストなどの視覚的な説

明方法も取り入れましょう。また、できるだけ安心できるように、先の見通しがもてるようにしてあげましょ

う。また、感覚過敏をもつ方も多いので、自分のペースで静かに過ごせる場所や時間を作りましょう。 
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しましょう。 

⑥ いじめをしてはいけません。 

新型
しんがた

コロナウイルスに感染
かんせん

した人
ひと

やその家族
か ぞ く

、治療
ちりょう

をがんばっている病院
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の先生
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してください。 

＜参考資料＞日本児童青年精神科・診療所連絡協議会監修「新型コロナウイルスに対する学校でのメンタルヘルス支援パッケージ」 

（2020年 3月 9日初版、3 月 11 日改定第８版） 
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